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１３年度卒業研究（抄録）
あそびを取り入れた国語科教育について
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顎序章テーマ設定の理由
「国語科」は、話すこと、聞くこと、書くこと、読むことを畷も培うことができる教科である。
私は、これまで児童が国語科の授業に興味を持つにはどうすれば良いかということを考えてき
た。児童の学習の土台をつくると言うと、国語科教育の果たすべき責任が重く感じられるかも
しれないが、土台にこそ楽しさを、と私は考える。
そう考えるようになったのは、教育実習での教材研究をしている時である。さて、児鷺が興
味を持ち、楽しい授業をつくり出すには指導者l['1の工夫の一つとして、児童の好きなあそびを
取り入れた授業展開をすることを提案する。教育実習では、第２学年国語科のｒたんぽぽのちえ』
(16時間扱い）を始めから１２時職目まで授業させていただいた。詳しくは後から述べていくこ
とにするが、１２時間目の授業で“パズルクイズr,を取り入れると、児講たちの劇は授業内容へ
とくぎ付けになった。それまでは、なかなか授業に架中できないでいた児童や、授業嵐体に参
加できずにいたＬＤ（学習障害児）の児繭も積極的に発言し、作業を始めている。この出来醜に
感動した私は、もっとあそびを取り入れた国語科について調べたくなった。
第１章国語科におけるあそび案
「ことば遊びを教室で楡しむ…このような動きが、ここ十年ほどの間に、たいへん活発になっ
てきているように思います。一九九六年度から小学校で使われる国語の教科譜にも、ことば遊
びの作品がいく縞が褐iIiliされたり、言語事項の指導などにことば遊びの技法が援聡されていた
りします｡ｊと向井喬人氏も述べられているが、現在、小学校で使われている教科諜には、本ｌｌ４
にあそび的要素を盛り込んだ湾容が多く使われている。例えば、jlzI戎8年発行の『こくごﾆｾﾞﾆ下赤
とんぼ」（光村選]譜）では、言語率項の一つに「なかまの漢字」という単元があったのだが、平
成13年発行のものでは「漢字ビンゴゲーム」といったあそびの技法を使った内容になっている
のである。以上のことからも、図譜科におけるあそび的要素は注目されている。
小学校の授業展開例の本は、図譜科だけでなく全ての教科について、様々な出版会社から数
多く出版されている。私は、騨語科のあそび案を述べていく上で、そのうちの『授業でつかえ
る文学あそびﾍﾞｽﾄ50』（上條1澗夫箸､民衆社)を基にすることにした。
1．ゲーム
①題名コンテスト～作者になったつもりで～
4９
欺軟
鞍
静
簿
欝
騨
鴬
鷲
〆
武
●
駕
鷲
驚
騨
鴬
鷲
騨
作品の新しいタイトルを考えるゲーム。
②なりきり質悶ゲーム～登場人物のつもりで～
登場人物になりきって相手の質問に答えるゲーム。
③ニュースキャスターゲーム～物語中の事件をクローズアップ～
ニュース番組をまねた学習発表会。
④斎銃ダウト～まちがい探しゲーム～
耳で剛き取るまちがい探しゲーム。
⑤スタンドアップ～言葉探しゲーム～
指定された言葉を探し出してなるべく早く立ち_とがるｹﾞｰﾑ。
⑥ディベートあそび～意見を対立させて考える～
ある問麺を二者択一形式にして話し合うゲーム。高学年の児童には意見が分かれる箇所を
探すという作業をさせる。
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2.クイズ.
①小物クイズ～これは誰のもの？～
作中の小物が登場人物の誰のものかを当てるゲーム。
②順番クイズ～作品バラバラ熱件～
作品１１]の文をバラバラにして順番を当てるクイズ。
③鴛場人物クイズ～それは誰のこと？～
登場人物の燐報を読んで誰かを当てるクイズ。
④オノマトペクイズ～これは何の音？～
作,W]中に登場するオノマトペが何の音かを当てるクイズ。
⑤場揃クイズ～これはどこの文？～
数字や小見出しで場iliiがはっきり分かれている作品を選び、その中から任意の文を遜ぴ出
してどの場耐に出てきた文か当てるクイズ。
３作文
①変身作文～視点を変えて作品を譜き直す～
立場を変え、視点を変えて想像の世界を描く。
②手紙作文～相手に語りかけるつもりで～
幾場人物に呼びかけるように手紙を書く。
③わき役作文～複眼思考をきたえる～
主人公以外の人物（わき役）のI］で作文を醤〈。
④銃き話作文～あの人は今～
5０
漿拙
鷲
躍
あそびを取り入れた屡語科教育について
作品の後日談を作文にする。
４.アート
①紙芝居～詩を絵にしてみる～
音読することのできる連続マンガの紙芝居である。物語を紙芝居にしても良いが、本文が
長いとなかなかたいへんである。詩であれば短文と絵による紙芝居を作ることができる。
②ＢＧＭ～朗読をする時に～
朗読をするのにＢＧＭ付でやると盛り上がる。
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以上、数ある中の国語科あそび案を抜粋した。内容によって対象学年に制限をしてあるが、あ
そびであっても児童の能力に合わせることが必要である。
あそび案にはそれぞれ何らかのねらいがあるが、それ以前に単元の目標を達成しなければな
らない。私は、教育実習において、国語科の目標に繋がるあそびを取り入れた授業を実践する
ことができた。次に、その実践記録を示した。それを基に、｜剰語科のあそびのもたらす効果を
述べていこうと思う。
＃ロ
第２章教育実習での授業実践『たんぽぽのちえ』から 必
１.音楽に合わせてノリノリの子どもたち～研究授業で～
「たんぽぽのちえ』の7時間目が研究授業であった。「子どもたちが心から楽しめる授業づくり」
を目指して始まった教育実習であるが、その目標によって、国語科の中にあそびが加わった授
業がつくられていったのである。そして、試行錯誤しつつ、音楽を使うこと、子どもたちは体
で表現することを取り入れてみることにした。
第２学年国語科学習指導案（省略）の本時の指導
(1)本時の目標
わた毛ができるころの花のじくが伸びていく様子を詳しく読み取ることができる。
(2)展開（次ページ）
(3)評価
わた毛ができるころのたんぽぽの様子を読み取ることができたか。
以上が私の研究授業での指導案〈省略）であるが、この授業の中であそびを取り入れたのは
④の部分であり、第１章の４アートの②BGMがもとになっている。ＴＶドラマでBGMが流れる
と、更に感情を移入して視聴したという経験は、誠にでもあるだろう。音楽は、ただ音を楽し
むだけでなく、このような効果をもたらしてくれる。ある購景を想像し、それを表現する時、
ＢＧＭは知らず知らずのうちに子どもたちの心の[ｌＪの、たん腰ぽのせのびのシーンを盛り_|ﾆげた
５１
鴬＄
,たんぽぽの
写真
のである。私は、この授業で音楽を取り入れてJE解だったと思った。使ったＢＧＭは、ロシミ作
Ｉｌｌ１の歌馴「ウイリアムテル」序曲の[|]の『静けさ』という曲である。このIMIは、たんぽぽがぐ
んぐんせのびする様子を表現するのに鐙も適していると直感し、即決した。これから、指導案
の展蝿部④の流れと子どもたちの反応を述べようと思う。
「職をつぶりましょう。今からみんなはたんぽぽさんです｡ｊこう言っただけで、もう子ども
たちは、何が始まるのかとウキウキである。「たんぽぽさんはおしゃべりできませんよ｡」と
漉懲すればたちまち教室は静かになる。
「まずは、たんぽぽの一つ間ちえ、たれを休ませている所です｡ｊ子どもたちは、いろいろな
格好をしている。机に頬をつけている子。床に横になってしまっている子。両手を合わせてた
んぽぽのじくを表している子。
「それではいきますよ｡」
ここで音楽を流すと、２５本のたんぽぽは、そ一つとゆっくり伸び始まった。音楽に合わせて、
思い思いにたんぽぽの様子を表していたのである。音楽を止めると、
１.先生､もう－回！」
と子どもたちのなんとも楽しそうな声がした。その声に答えてｲidjも言わずに同じ音楽を流す
と、子どもたちは、少々笑い声をこぼしながらそれでもおしゃべりはせずに、真剣に楽しそう
にせのびしている。今度は、自分が一番高い所までせのびするぞと椅子の上に登っている子が
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学習活動
①一つ目と二つ目の知恵の硬調と
学習の内容を知る。
教師の支掻
前時までの宇賓内容をｶｰﾄﾞにより振り返る。
本時の学習のめあてを把握させる。
1二藍i~】5戸
ちえの短冊
カード
挿絵
農
需
饗i鶉÷zi議ii;蕊
考えをﾜｰｸｼｰﾄに記入する。
ワークシート
k鵜蝋A竃|;彰…
このころ､たんぽぼのようすは､どうなるといっていますか。
．考えを発表し合う。〈ﾓﾃﾞﾙを
使って様子の説明をする。）
④たんぽぽになって「せのびをす
るように」ぐんぐんのびていく
様子を想像する。
*自信を持って発表するよう励ます。
*友達の考えと自分の考えを比べながら､発表を聞く
ことができるように支援する。
種を休ませている様子､起き上がりぐんぐん伸びて
｢せのび｣をする様子を音楽lこ合わせて身体表現さ
せ､その時のたんぽぽの気持ちになりきらせる。
*仲良く楽しく表現させる。
ワーク
シート
問題
パネル
たんぽぽの
モデル
CＤ
わた毛の
お蔵
ま
と
め
⑤学習のまとめをする。
せのびをするのにはわけがあ
り､次時にそのわけを読み取っ
ていくことを知る。
せのびしたたんぽぽの写真を提示し、次時の学習へ
の興味を持たせる。
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あそびを取り入れた国語科教育について
いる。かかとを上げて一生懸命にせのびをしている子もいる。「このころ」というのは「わた毛
ができるころ」であり、両手を合わせてそのたんぽぽのじくを表している。こちらも負けずに
と下敷きで子どもたちの方を扇いでみた。
「風が吹いてきたよ－｡」
ここで二つ目のちえの確認もしつつ､子どもたちの中には手をわ允毛のようにふわふわとさせ
ている子もいる。すっかりたんぽぽの気持ちになりきった子どもたちに次のような質問をした。
「どんな気持ちになりましたか｡」
すると、子どもたちは、
「楽しかった！」「疲れた－．」「涼しかったぁ｡」「風が当たって気持ちよかった－１」
という素靖らしい意見であった。この答えから、子どもたちは、わた毛ができるころにせの
びをする様子をよく捉えていたのではないかと思う。
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2.子どもたちの興味をつかんだパズルゲーム
教育実習最後の国語科の授業は、－．時間目から授業をさせていただいた？たんぽぽのちえ」の
１２時間目となった。前時で四つ目のちえを読み取り終わったところであり、本時は、あそび的
要素を盛り込んだ、四つのちえをまとめようと決めていた。
「たんぽぽのちえ』の離魍は「じゅんじょに気をつけて読もう」である。そして、第１学年及
び第２学年の「C読むこと」の目標は「書かれている事柄の順序や場面の様子などに気付きなが
ら読むことができるようにするとともに、楽しんで読護しようとする態度を育てる｡」とある。
この時期の学習で大事なのは、「降職的な順序、事稲の順序などを考えながら内容の大体を銃む
こと」（に読むことｊ②内容イ）である。あそび的要素を盛り込むといっても、単なるあそびで
あってはならないということは、前にも述べた。
それでは、どのようにするか。ここでは、第１章の2.クイズ②の順番クイズを応用することに
した。作品をバラバラにするのではなく、四つのちえをまとめた四枚のカードを、文章の順癖
がバラバラになるように配置し、切り取って張り付けるという作業を
行う次のようなプリントを使用した。 Ｌ
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第２学年国語科学習指導案（省略）本時の指導
(1)本時の目標
たんぽぽは、ちえを働かせて仲間を増やしていることが分かり、順
序に気を付けて整理することができる。
<2）展開(次ページ）
(3)評価
たんぽぽは、仲關を増やすために工夫していることが分かり、順序 獺
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に気を付けて蕊理することはできたか。
本時では、興味がそれないようにしなくてはという心配は必要なかったようである。
パズルと書かれたワークシートを配った瞬間の子どもたちの反応はとても良かった。はさみ
やのりで遊んでしまう子は一人もいなかったのである。そして、毎時認授業に参加できずにい
た、ＬＤ（学習障害児）の児童が、前に出て気つ目のちえのパズルを組み瀬てたいと言ったのだ。
これには、とても感動した。答えは正解だった。みんなの喜ぶ顔、そしてなによりも、その児
臓の鰹しそうな顔が、今でも思い浮かんでくる。この授業は、国語科にあそびを取り入れるこ
とは、子どもたちに興味を持たせる効果があるのだということを証明できるものである。
第３章鼠語が好きになる授業実践に向けて
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これまで国語科にあそびの要素を取り入れた授業について、教育実習で実践できたことを述
べてきたが、次に児童の国語に関する意識調査を行い、あそびを取り入れた授業をした後、意
識の変化は見られたかということについて述べていく。実習枝にご協力をお願いし、２学年対象
で研究を進めていくことにした。実習枝の２年生は、１組25名、２組24名の２クラス合わせて
49名である。私が教育実習した時にお世話になったのは１組であったが、今回は１組と２組の２
クラスで調査させていただいた。
（アンケート調査（1名欠席につき４８名中〉
まず、２学年対象の閣譜に関する意識調査を行った。児灘の劃語の好き嫌いについての調迩で
ある｡授業をさせていただく以前にアンケートを行った。その内容と結果は以下の通りである｡
Ｑ]こくごのべんきょうはすきですか､きらいですか｡きらい
すき……１９人
少しすき……'8人すこしきらい
少しきらい……7人１３％
きらい･･･…９人 鐘
すこしすき
5４
学昔活動 教師の支援 資料導
入
ｑ)今までやった四つのちえの確認を
する。
今まで字冑してきたことを本時で活用できるよ
つ､－つ…つ答えさせながら確認していく尻
前時のワー
クシート
展
開
－
１年
(2)１０段震目の内容を理解する。
③プリント学習
ワークシートの四つのちえを切り
取る。
ちえが書かれている順序に気を付
けながら-文読みをしていく。
パズルゲームをする。
④一つ目から黒板上の巨大ﾊﾟｽﾞﾙを
完成させる。￣－－－－
この早元のまとめである段落であるということ
を把握させる。
＊ここで机上に{よ教科雷･はさみ･のり･ﾜｰｸ
ｼｰﾄのみを出すように指示する。
連れから行う活動の予測をたてさせ､とう読み
取っていけばよいか考えさせる。
読んだことを思い出しながらパズルを並べさせ
る。
*一人ずつ前に出させ､組み立てさせる、
本時のワー
クシート
パズル
ま
と
め
⑤完成したパズルが正しいかを再度
教科書を読んで確認する。
主貝で評読させる。 たんばぽの
写真
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あそびを取り入れた国語科教育について
Ｑ１の結果を見ると、「すき」「少しすき」を合わせると、全体の70％を占め、「少しきらい」
｢きらいｊを合わせた方は30％である。私の実習枝の２年生では、国語が好きという児童の方が
多いということが分かる。
まず、国語が好きという児童について、その主な理由は何か答えてもらった。
Ｏ２Ｑ１で「すき」と「少しすき」とこたえた人にききます。なぜ、こくごがすきなのです
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坪
力'。（複数回答可）
自分のいけんをみんなにはなすことがすき
だから..…蝉１３人
文しようやものがたりをきくことがすきだ
から……25人
文をかくことがすきだから……'９人
文や本をよむことがすきだから……26人
この結果を見て、国語が好きだと答えた児爾の
鼻
必
騏
辮
理由について、心理的な要因があると考えた。まず、読むこと、聞くこととは児璽にとって、受
動的な活動であると醤えるのではないだろうか。そして、識くこと、話すこととは児童にとっ
て、能動的な活動であると言えると考えられる。このことから、国語が好きな児童であっても、
自ら意見を考え出す学習よりも、既に作られている文承を読むことや、話を聞くといった受身
的な学習の方が好きだという児童の方が多いということが言える。
次に、国語がｒ少しきらい」「きらい」と答えた23人の児童に、なぜ国語が嫌いなのかを袴え
てもらった。この調蔵をする前に、私は、劃語が嫌いだという児Ｚｉｍ理由に「おそらく、－つ
多いものがあるだろう」と予jlljしていた。そして、それはどれかも見当がついていた。結果は、
やはりその予測通りであった。
Ｑ３Ｑ１で「少しきらい』「きらい」とこたえた人にききます。なぜこくごがきらいなのです
牌
螺
力､。（複数回答可）
自分のいけんをみんなにはなすことがき
らいだから……５人
文しようやものがたりをきくことがきら
いだから,…･･３人
文をかくことがきらいだから.…･･１０人
文や本をよむことがきらいだから.…･･５
人
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はなすこときくことかくことよむこと
教育実習の時、小学２年生の文激を誹〈能力が、私が思っていたよりも低いと感じた。私は、
この調迩をするに当たって、醤〈ことが嫌いだという答えが…番多いだろうと思っていたので
ある。次に、児遼が苦手意識を持っている、「謀くこと」について、瀞察していく。
５５
蝉脱
無
２.｢書くこと」に関する考察
書くことは、瞬く、話す、読むという他の活動と比較して、高度の活動であると言われるが、
それはおそらく正しいであろう。瞬くことにも、話すことにも、読むことにも、それぞれの難
しさがあることは、私たちが日常経験していることであるが、なおかつ害くことの難しさを、第
一にあげたい。
なぜならば､「書くことの機能は､他の言語機能を基礎として成り立つばかりでなく､手段的
にも、より複雑になっている」からである。また、譜<ということは、常に友人と会話ができ
るとか、文字が読めてその意味を理解することができるということにとどまらず、文章を書く
ことを通して、自分の患想や心情を表現する行為でもあるからである｡「大人であれ、子どもで
あれ、まず、言語によって回りの世界を受けとめ、そして、受けとめたものに対する自己の感
情を把握し、認識しながら表現していくわけである。これらの一連の流れが、表現の過程であ
るととらえているが、この過程の中で、我々は、さまざまな思考活動をし、さらに新しい認識
を得ていくのである。雷語化することによって、自己と自己をとりまく世界とをはっきりとと
らえ、￥11断し、分別し、把握し、思考力を育てていくわけであるが、それらの行為を、より深
く、より豊かに、より班確に、そして創造的に行うためには、譜<ということが重要な意味を
もってくるわけである｡」
国語科の学習指率要領に、指導計迩を作成する上で配慮すべき事項として、第３の１の(5)に
は次のように示されている。
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(5)第２の各学年の内容の「Ｂ醤くこと」に関する指導については、文章による表現の基
礎的な能力を養うことに重点を置くこと。また、文章を醤くことを主とする指導について
は、第１学年及び第２学年では年間90単時間位程度、第３学年及び第４学年では年鹿85単
位時間程度、第５学年及び第６学年では年獅55単位時間程度を配当するようにするととも
に、実際に文章を書く活動をなるべく多くしたり特に取り上げて指導したりすること。
これは、－週になおすと、第１．２学年及び第３．４学年では２時間から３時間程度になる。第
５．６学年では1.5時間穏度である。低学年で身に付けた能力を高学年において活用しながら、次
への程度や段階を高めることになる。
響く活動において、ある蝋柄を原稿用紙に醤<、いわゆる作文に限定するのではなく、読み
の過程でノートに誉<というような多様な活動も含むと考えるべきである。このような、読む
ことと関連付けた醤〈ことの実践には、次の３つのパターンに整理することができる。
ア.読んだ教材全体に関係付けて罫〈
教材文の前譜きや後識きを書く、感想文を識<などのように、教材又の話題や内容に関係の
ある文意を醤〈。
５６
あそびを取り入れた国語科教育について 蝉誤狩
●
鰯
妙
刑
イ.教材文の読みを深めるために霧〈
人物の心情の移り変わりを譜〈、読み取ったことを行聞に書く、などのように、教材文を読
み進める過種で、読みを深めるために書く。
ウ.教材文の表現の仕方を取り入れて書く
教材文の文章椛成を取り入れて譜〈、教材文の叙述の仕方をまねて譜<などのように、教材
の文章の書き手の技能を自分の文章に取り入れて書く。
書くことは大切であり、意義のあることであるが、ねらいや計画もなく、思いつきで露かせ
れば良いというものではない。次に、留意すべき点において述べる。
①書くことに学習上の必然性と必要性がある
何でも良いから霞かせるというのでは学習としては成立しないので、何のために、何を、い
つ、どのように書かせるかということがしっかりしていなくてはならない。
②霜<ための意欲を持たせる
醤くことを好きにさせることが望ましいわけであるが、実際には、なかなか難しいことであ
る。せめて、嫌がらずに書けるよう育てたいものである。
また、書いたものを正しく評価したり、有効に生かすことも大切である。醤きっぱなしにす
ることは、書く意欲を損なうことになるのである。
③醤<ための技能を身に付ける
どのように言葉として表現し、文章としてまとめあげていくかという技能が身に付いていな
ければ、やはり、途中で挫折してしまうという結果になりかねない。
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以上のことをふまえ、児童の「霧くこと」に対する苦手意識をなくすことを目指して、あそ
びを取り入れた国語科の授業を実践した。
3.登場人物になりきって手紙作文を書く
まず、授業を実践した教材『お手紙」（アーノルドーローベル作・絵、みきたく訳）について
述べようと思う。この物語は、手紙をまだ誰からももらったことがないということで悲しんで
いるがまがえるぐんと、そんながまがえる〈んをさりげない優しさで喜ばせようとするかえる
<んの友情が軽快なタッチで描かれている。がまがえる〈んの悲しい思いを知ったかえる〈ん
は、自分からがまくんへお手紙を出そうと思いつく。がまくんに手紙が来ることへの眺待を持
たせようとするかえる〈んの言葉は、主題研究の大切な部分である。がまくんを励ます…ﾉﾉで、
手紙が腿くのを待っているかえるくんの心にも注目したいところである。
この物語は、手紙作文をするのにとても適した教材である。アンケートの結果から、災稗校
の子どもたちに「盤くこと」を楽しんでできるような授業展開を考え、笑銭した。
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第２学年国語科学習指導案（省略）本11寺の指導
手紙作文を書こう『お手紙』
(1)本時の目標
かえる〈んの気持ちを考え、がま〈んの立場から友楕を深める手紙を書くことができる。
(2)展醗
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5８
学習活動 教師の支援 資料
導
入
①『お手紙』の役割読みをする。
（かえる<ん役・がまくん役・かたつ
むり<ん役が各一名､地の文が三役以
外全員で群議する）
インタビュアーになり、重役の児童にどんな思
いで音読するかを尋ねる。
〔自分のねらいを発表させる〕
三役のお面
インタビュ
アー用の
マイク
展
開
②がまくん仁なって、かえる<んへの返
事の手紙を誓く。
③書き終わった児童から切手を貼り、あ
て先(「かえる<んへ」）を譜き､ﾎﾞ
ｽﾄに手紙を入れる。
かえる<んに返事の手紙を塞ぐ二とで､がまく
んの喜びとかえる<んの友情、思いやりを再確
認させる。
＊書けない児童にはお手紙をもらったときのがま
〈んの気持ちを考えさせ､それを書かせる。
＊かえる<んへの手紙が露き終わった児童には、
他の農場人物や自分の友連や先生や家の人な
と､相手を決めて手紙を書かせる｡
かえる型
便雲
切手（シー
ルを使う）
ポスト
便雲
：ま｜
と
め
Ti丙ｱﾄﾞ表-F
書い』
卜の中から震７ＦH｣,六れ.方牟銀宕から選び出された手紙を
児童は､その手紙を発表する。
何人かの児童に読ませる。*発表者以外の児童
は正しい姿勢で聞かせる。
￣
ポスト
発
展
⑤がまくんとかえる<んが登場するア
－ノルドーローベルの他の作品を読
む。
『ふたりはともだち』（文化出版局）の中から
｢おはなし」を読み聞かせる。
＊机を~F1ﾃさせ､挿絵が見える所へ集まらせる。
『ふたりは
ともたち』
あそびを取り入れた国語科教育について
弾
！よくわかった……１人
おもしろかった……13人
うれしかった……３人
ポストにいれるのがよかった…･･･5人
むずかしい……２人
その他……5人
全ての子が楽しめたというわけではないが、国語を嫌いだと答えた児童１６人も含め、楽しか
った、面白かった等と感じてくれた児童が46人いたのである。約５ケ月振りに授業を行ったと
いうことで、いつもと違った授業に新鮮さを感じ、そのような感想であったのかもしれない。し
かし、私は、国語科の中にあそびを取り入れることは、子どもたちを国語好きにすると確信し
ている。教師のちょっとした工夫に、子どもたちは敏感に気付き、楽しむ心をいつでも持って
いるのである。
留意するべき点として、教師は、毎回あそびを取り入れないようにすることである。毎回の
授業の中にあそびを取り入れてしまうと、面白さに感動することのないただの遊びになり、教
科書の文激に返ることができなくなるといったような、画譜の授業が成り立たなくなるという
恐れがある。時々行われる、あそびを取り入れた国語科の授業を、Ⅲ子どもたちは心待ちにする
ようになるのである。私は、国語科教育にあそびを取り入れることを薦めたい。
轍
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